
日時：令和８年２月２１日（土） 

受付：９:３0 開始：10:00～16:00

会場：奈義町文化センター２F（奈義町豊沢３２７－１）

参加費無料

申込締切2/5(木)

令和 ７ 年度 奈義町・勝央町災害ボランティア養成講座

※本事業は赤い羽根共同募金の助成金事業を活用しています。

（詳細は裏面に記載）

各地で多発する風水害や地震災害時に、災害ボランティア活動は大きな力を発揮します。私
たちは、自然災害を“完全に防ぐ”ことは出来ませんが、普段からの備えや、訓練などの積み重
ねによって、いざという時に被害を減らすことや被災者支援をスムーズに行うことはできると
思います。
「自助」「共助」の大切さを改めて認識し、いざという時の対応を一緒に考えてみませんか。

みんなのために!!もしもの時あなたの力を

災害ボランティアセンター設置訓練

日野ボランティア・ネットワーク 代 表山下 弘彦 氏
1966年、鹿児島県鹿児島市生まれ。2000年10月に発生した鳥取県西部地震

後、日野町を拠点に諸機関と連携し、地域ぐるみで被災後の地域づくり活動に取り

組む。

東日本大震災、鳥取県中部地震、平成30年7月豪雨（西日本豪雨）、令和4年8

月豪雨など大規模災害時には、災害ボランティアセンター・社会福祉協議会などを

通じ住民・地域の支援にあたり、岡山県くらし復興サポートセンター、八代市(やつし

ろし)地域支え合いセンターのアドバイザーを務めるなど復興期に暮らしを取り戻す

支援も続けている。

平時は、日野町から「ひの防災・福祉コミュニティセンター」を受託運営するなど、

町・県内外で防災と福祉が連携した取り組みの支援を行っている。

講師紹介

今年度は初の試みとして奈義町・勝央町の方に参加
募集を行っています。
いざという時の地域連携も併せて訓練していきます。



主催：社会福祉法人 奈義町社会福祉協議会

共催：社会福祉法人  勝央町社会福祉協議会

※当日撮影した写真は、社協だよりやホームページ等で利用することがあります。

■講座の内容とスケジュール（予定）

時 間 内 容

１０：００ 開 会

１０：１０
講 義「災害ボランティアセンターにおける地域住民・他機関

との協働について～被災者中心の支援のために～」
講 師 日野ボランティア・ネットワーク 代表 山下 弘彦氏

１１：３０ 演習の説明+各班での打ち合わせ

１２：３０ 休 憩

１３：３０
演 習
災害を想定し、ボランティアセンターの設置訓練を実施
（ボランティア希望者と被災者の困りごとの調整等を実施）

１５：００ 振り返り

１６：００ 閉 会

※昼食は軽食（防災食等）をご用意します。その他で必要な方は各自ご準備
ください。

※当日は設置訓練を行いますので、
動きやすい服装でお越しください。

■お問い合わせ

社会福祉法人 勝央町社会福祉協議会 TEL：38-2160 FAX：38-2270 担当：神田

社会福祉法人 奈義町社会福祉協議会 TEL：36-6363 FAX：36-7005 担当：小瀧

①県道３５３号線(石生奈義線)を北上

②豊沢交差点を左折し、国道５３号線に入る

③奈義町役場を超えてから右折

■会場までの行き方
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